
  

新聞等で紹介されましたのでご存じの方も多いかと思いますが、台湾・林園中の生徒が本校を訪れ、茶道・剣道・ソー

ラン節を通した交流を行いました。限られた時間でしたが、日本文化が凝縮された本校生徒の“おもてなし”によって、林

園中の生徒の表情はみるみるうちに笑顔であふれ、大満足の様子でした。竜南健児、コミュ力も素晴らしいですね。 

まず、茶道体験では、本校生徒がいれた（たてた）お茶を味わってもらった後に、「お茶のたて方」を教え、飲み比べを

しながら、味や見た目の違いについて意見交換を行いました。次に、剣道体験では、竹刀の握りや構え、声の出し方やメ

ンの打ち方を教え、新聞破りや風船割りに挑戦してもらいました。汗を流しながら人生初めての剣さばきに取り組む姿が

そして、ソーラン節体験では、2年生全員で 
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21 日（木）、２・３年生を対象に、漱石記念年特別授業

が行われました。この授業は、今年が漱石来熊 130 年、

没後 110年の記念年にあたることから、世界中で読み継

がれている漱石文学の魅力を次世代につなぐため、市文

化政策課が企画した事業の一つとして実現したものです。 

また、熊本には全国で唯一、漱石の旧居が３つ現存して

いるのですが、その一つが本校の近くにあります。そこで、

本校の生徒を対象とした特別授業が行われたのです。 

授業では、草枕交流館の村田館長さんから、漱石が旧

制五高（現在の熊本大学）の教師だった頃の逸話や正岡

子規等との関係等を話していただきました。私個人としま

しては、わずか４年間で愛する妻の求めに応じて、７つの

場所に住居を変えたり、職員の相談事を聞くために、勤務

時間外にもそれぞれの住居を走り回ったりする、といった

漱石の人間性に触れることができたのが新鮮でした。 

上の著書を図書館に寄贈していただきました。是非、多

くの生徒の皆さんに読んでいただきたいと思います。 

草枕交流館館長 村田由美さん 

各委員会に対する意見・要望や現行の選挙規定改正に

対する多数決が行われました。意見・要望では、選挙公約

が実行できているのかという厳しい意見が出たり、多数決

では僅差ながら現行の規約を維持することが決められたり

と、生徒一人一人が他人事ではなく自分事として考えた、

素晴らしい生徒総会でした。よく頑張りました。 

総会後の講評で敢えてこんな話をしました。自問自答し

て出した今日時点での結論を大切にしつつ、これで本当に

よいのかをこれからも問い続けて下さいと。これからも最適

解を求め続ける竜南健児の姿に期待しております。 

 

茶道 ソーラン節 

印象的でした。更に、ソーラン節では、２年生がその歴史

等についてプレゼンした後に、体育大会で演じた踊りを披

露。その後、グループごとに振りを教え、最後は全員で楽し

く踊り、シャッターチャンスの体形まで作ってくれました。 

 午後の姉妹校提携式には生徒会執行部が参加し、プレ

ゼント交換等を通して友好を深めました。 

 今後、どのような交流が展開されていくのか楽しみです。 


